
「生成AIについて学ぶ」と

「生成AIのサポートで学ぶ」

京都教育大学教育学部
黒田恭史



(1) はじめに

(２) パーソナル・コンピュータの登場

(３) インターネットの出現

(４) 生成ＡＩ時代の到来

アウトライン



本発表では、最初にこれまでのICTと教育利用の

歴史を振り返りる。その上で、「生成ＡＩについ

て学ぶ」と「生成ＡＩのサポートで学ぶ」につい

て議論することを目的としている。

これからのICTと教育の在り方について、忌憚の

ない議論ができることを願っている。

趣 旨



GIGAスクール構想 & 生成AIガイライン

文部科学省ホームページ「GIGAスクール実現推進本部について【資料３－１】「児童生徒１人１台コンピュータ」の
実現を見据えた施策パッケージ（案）」令和2年

①現時点では活用が有効な場面を検証しつつ、限定的

な利用から始めることが適切である。生成AIを取り

巻く懸念やリスクに十分な対策を講じることができ

る一部の学校において、個人情報保護やセキュリテ

ィ、著作権等に十分に留意しつつ、パイロット的な

取組を進め、成果・課題を十分に検証し、今後の更

なる議論に資することが必要である。

②その一方、学校外で使われる可能性を踏まえ、全て

の学校で、情報の真偽を確かめること（いわゆるフ

ァクトチェック）の習慣付けも含め、情報活用能力

を育む教育活動を一層充実させ、AI時代に必要な資

質・能力の向上を図る必要がある。

③教員研修や校務での適切な活用に向けた取組を推進

し、教師のAIリテラシー向上や働き方改革に繋げる

必要がある。

文部科学省ホームページ「初等中等教育段階における生成AIの利用に
関する暫定的なガイドライン」（令和5年7月4日公表）



Ｓｏｃｉｅｔｙ4.0時代から5.0時代へ

①工業社会（Society 3.0）: 機械製品の発展などに伴い、工業化

していった社会

②情報社会（Society 4.0）: インターネットや携帯電話、スマートフ

ォンなどの普及によって世界がネットワークで繋がった社会

③ Society 5.0： サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実

空間）を高度に融合させたシステムにより、社会的課題を解決す

る社会
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CAI（Computer 
Assisted(Aided) Instruction）
CMI（Computer Managed 
Instruction）

◼ CAI： コンピュータを活用して

学習を支援するシステム（プ

ログラム学習的要素が強い）

◼ CMI: コンピュータを活用して

成績等を管理するシステム

CL（Computer Literacy）
CAL（Computer Assisted 
Learning）
CVWL（Computer Valuable 
Worked Learning）

◼ CL： コンピュータを使いこな

すための基本的な知識と技

能の習得

◼ CAL、CVWL: コンピュータを

活用して創造的な学習



タートル・ジオメトリー（LOGO）

S.パパート著，奥村貴世子訳『マインドストーム』未来社，1982年（英語版は1980年），表紙裏、p.11、p.107



折れ線の幾何（水道方式）

左：遠山啓「悪しき遺産」『教育科学 算数教育』No.39,4月号，
明治図書，1962年，p.10
右：長妻克亘「折れ線を中心とした新しい図形教育の考え方」『教
育科学 算数教育』No.39,4月号，明治図書，1962年，p.13

・外角で各図形
を定義

・60年前に開
発し実践したが、
定着せずに終息



学習指導要領
「プログラミングの手引き」

文部科学省「小学校プログラミング教育の手引き」



CVWL（Computer Valuable Worked Learning）
価値実現活動（198６年～）
横地清・鈴木正彦・守屋誠司ら提唱・実践

◼ 1. 数学的発展性があること。

◼ 2. コンパクトであって，それ自
体，体系を持っていること。

◼ 3. Visualであること。

◼ 4. 子供自身が楽しめ，彼らの
現在・将来にわたる生きる力
になるものであること。

守屋誠司（1987）「 「教授学習法とコンピュータの活用」 －CVWLとカバリエフの
原理を素材に一」数学教育学会研究紀要、Voｌ.28、No.1・2、pp.21-38



CVWL：プログラミング活動を取り入
れた算数教育（1988～1990年）
黒田恭史実践

◼ １年生：座標幾何
的な図形の扱い

◼ ４年生：平行、対称
運動

◼ ５年生：相似変換、
アフィン変換 鈴木正彦・黒田恭史 (1989)「小学校１年生における図形教育の試み －パソコンの効果的な教育利用を考えて－」数

学教育学会『研究紀要』，Vol.29 / No.1･2，pp.63-73
黒田恭史 (1991)「小学校中学年における図形教育の試み －パソコンを利用した場合－」大阪教育大学『数学教育研
究』，19，pp.9-21



(1) はじめに

(２) パーソナル・コンピュータの登場

(３) インターネットの出現

(４) 生成ＡＩ時代の到来

アウトライン



各種データベース化
インターネットによる調べ学習

◼ 各種データベース化：成績処理、

校務分掌等のデータ共有

◼ 調べ学習： 「総合的な学習の時

間」等で、主に児童生徒が個人

で課題を設定し，それらを各種

資料やインターネット上の情報

を用いて解決・まとめていくこと

CSCL（Computer Supported 
Collaborative Learning）
遠隔協同学習
フリーウェア（Freeware）

◼ CSCL： コンピュータを介して他者と

の共同を通した協調学習

◼ 遠隔協同学習: TV会議システムを

介して交流による創造的な学習

◼ フリーウェア：無償で使用可能なイ

ンターネット上のソフトウェアが普及



遠隔協同学習（199５年～）

◼ 質の高い学習をする 2つの学
級が協同学習を行えば，さらに
一段と質の高い学習が生まれ，
その学習から，児童は，一段と
高い創造力を獲得する。

◼ (1) 一斉授業に利用できるテレ
ビ会議システムを構築する。

◼ (2) 新システムを使うことを前
提とした教育内容の開発を行う。

◼ (3) 新システムを使った教育方
法の開発を行う。

◼ (4) 教育実践を通して，機器，
教育内容，教育方法の有効性
を明らかにする。 守屋誠司，黒田恭史，奥山賢一，横地清，西谷泉，太細孝 (1998)「双方向通信を利用し

た遠隔協同学習の実際（1）」数学教育学会『研究紀要』，Vol.39 / No.1･2，pp.21-32



フリーウェア：立体図形 2020年



従来の指導では扱えなかった回転体の内容が

ICTを利用することで扱えるようになる

フリーウェア：回転体について（2022年）
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ＡＩ翻訳

システム

教員と児童生徒間の
リアルタイム翻訳

外国人の子どもの
リアルタイム
日本語翻訳

板書の
リアルタイム翻訳

教科書の
リアルタイム翻訳

「生成AIのサポートで学ぶ」事例



多言語翻訳システム画面構成



多言語翻訳システムの翻訳場面



ICTによる不登校
の子どもへの
教育支援

これまでのICT

による教育支援

これからのICTによる教育支援

ICTによる院内
学級への
教育支援

ICTによる外国人の
子どもへの教育支援

ICTによる自由進度
学習への教育支援

ICTによる学校内
での教育支援


